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き
方
、
育
児
・
介
護
等
と
両
立
、

女
性
の
活
躍
）
の
実
感
度
が
低

い
場
合
、
辞
職
意
向
が
よ
り
高

く
な
る
傾
向
（
下
図
参
照
）
が

あ
る
そ
う
だ
。 

お
．
何
と
な
く
わ
か
る
。 

に
．
理
由
は
、
中
堅
、
女
性
職
員

で
は
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が

難
し
い
」
、
若
手
、
男
性
職
員
で

は
「
も
っ
と
自
己
成
長
で
き
る

魅
力
的
な
仕
事
に
つ
き
た
い
」

が
多
い
（
下
図
参
照
）
と
し
た

う
え
で
、
「
職
員
の
継
続
的
な

勤
務
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
等

の
た
め
に
も
、
働
き
方
改
革
の

取
組
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
と

と
も
に
、
業
務
見
直
し
等
を
通

じ
て
、
公
務
職
場
の
魅
力
を
引

き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

と
ま
と
め
て
い
る
ん
だ
。 

    

お
．
き
っ
と
国
交
省
は
辞
職
意

向
は
高
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

に
．
残
念
な
が
ら
省
庁
別
の
デ

ー
タ
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、
三
つ
の
改
革
の
実
感
度

は
府
省
等
別
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
裏
面
上
図
参
照
）
。
こ
れ
を

見
る
限
り
、「
て
え
や
く
ん
」
の

言
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
く
思

お
．
新
聞
で
国
家
公
務
員
の
一

四
・
七
％
が
「
数
年
以
内
に
辞

め
た
い
」
っ
て
結
果
が
出
た
っ

て
聞
い
た
け
ど
本
当
？ 

に
．
正
確
に
は
全
体
だ
と
五
・

五
％
、
そ
れ
は
三
〇
歳
未
満
の

男
性
の
数
値
だ
。
第
一
八
回
女

性
職
員
活
躍
・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
推
進
協
議
会
（
六
月

一
九
日
）
の
資
料
二
（
国
家
公

務
員
の
女
性
活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
に
関
す
る

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
に
掲

載
さ
れ
た
資
料
（
下
図
参
照
）

か
ら
報
道
さ
れ
た
も
の
ら
し

い
。 

お
．
三
〇
歳
未
満
男
性
の
七
人

に
一
人
で
す
か
？
大
変
な
こ
と

で
す
ね
。 

に
．
そ
う
だ
ね
。
政
府
高
官
も

「
こ
の
ま
ま
だ
と
誰
も
国
家
公

務
員
を
志
望
し
な
く
な
る
」
と

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
ら
し

い
。
希
望
と
熱
意
を
持
っ
て
公

務
員
の
道
を
選
ん
だ
若
者
が
数

年
で
展
望
を
な
く
す
ん
だ
か
ら

ね
。
ち
な
み
に
女
性
は
九
・
七

％
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
減
っ

て
い
く
が
、
三
つ
の
改
革
（
働

20  ７ 10 

政
府
高
官
も
危
機
感 

三
つ
の
改
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影
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第
一
八
回
女
性
職
員
活
躍
・
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
協
議

会
議
資
料
（
国
家
公
務
員
の
女
性

活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
推
進
に
関
す
る
職
員
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
）
を
参
考
に
作
成
し
て

い
ま
す
。 

No.012 

７人に１人が辞めたい？ 

働き方改革は大丈夫？ 

え
て
く
る
よ
ね
。 

お
．
え
ー
っ
と
。
国
交
省
は
、
ア

ン
ダ
ー
バ
ー
（
全
体
平
均
以
下
）

ば
か
り
じ
ゃ
無
い
で
す
か
。 

に
．
そ
う
な
ん
だ
。
「
実
感
あ

り
」
を
問
う
た
三
つ
の
改
革
と

も
ワ
ー
ス
ト
三
位
な
ん
だ
。
職

場
で
の
取
り
組
み
項
目
で
、
業

務
の
効
率
化
の
二
項
目
が
か
ろ

う
じ
て
全
体
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
が
、「
実
施
し
て
い
る
」
の

回
答
者
は
、
新
技
術
で
一
四
％
、

新
技
術
以
外
で
二
〇
％
に
す
ぎ

な
い
。
業
務
の
効
率
化
以
上
に

定
員
削
減
や
新
た
な
業
務
に
よ

る
し
わ
寄
せ
、
上
部
機
関
、
管

国
交
省
は
ワ
ー
ス
ト
三
位

殆
ど
の
項
目
で
平
均
以
下 
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理
者
層
の
意
識
に
変
化
が
無

く
、
働
き
方
改
革
の
「
実
感
あ

り
」
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。 

    

に
．
売
り
手
市
場
の
昨
年
調
査

と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
年
で
は
状

況
は
異
な
る
だ
ろ
う
け
ど
、
政

府
高
官
の
危
惧
す
る
と
お
り
、

対
策
を
と
ら
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

今
年
の
株
主
総
会
で
は
、
企

業
の
利
益
や
株
主
配
当
の
意
見

よ
り
、
安
定
雇
用
や
労
働
者
の

安
全
対
策
、
環
境
対
策
等
を
求

め
る
声
が
増
え
た
ら
し
い
。「
労

働
者
を
大
切
に
す
る
」
「
環
境

な
ど
社
会
貢
献
す
る
会
社
」
で

な
け
れ
ば
安
定
的
労
働
者
確

保
、
企
業
信
用
を
維
持
で
き
ず
、

長
期
的
な
企
業
の
安
定
性
に
課

題
が
あ
る
と
投
資
家
が
判
断
し

始
め
た
ら
し
い
。 

お
．
あ
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
い

た
覚
え
あ
る
。 

    
 に

．
働
き
方
改
革
が
進
ん
で
い

な
い
と
考
え
る
職
員
の
過
半
数

が
「
非
効
率
・
不
要
な
業
務
が

多
い
」
と
回
答
し
て
い
る
（
下

図
参
照
）
。
政
府
で
は
①
新
技

術
の
活
用
に
よ
る
効
率
化
、
②

新
技
術
以
外
の
取
組
に
よ
る
効

率
化
、
③
物
理
的
な
職
場
環
境

改
善
、
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
や
す
い
職
場
雰
囲
気
づ
く

り
、
へ
の
期
待
が
大
き
く
、
①

～
③
は
「
実
施
の
認
識
が
低
く

改
善
の
必
要
性
が
高
い
」
「
意

識
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体

的
な
業
務
改
善
が
必
要
」
と
し

て
い
る
。 

お
．
政
府
の
分
析
は
的
を
射
て

い
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
う
ち

の
組
織
で
そ
れ
が
出
来
る
ん
で

す
か
ね
。 

に
．
確
か
に
ね
。
事
務
所
か
ら

改
善
意
見
を
出
し
て
も
、
局
の

担
当
か
ら
は
面
倒
が
ら
れ
、
出

来
な
い
理
由
を
並
べ
て
前
例
に

固
執
す
る
か
ら
ね
。
物
言
う
職

員
は
煙
た
が
ら
れ
、
何
も
考
え

な
い
Ｙ
Ｅ
Ｓ
マ
ン
が
、
局
幹
部

に
な
っ
て
い
る
か
ら
妙
案
な
ん

か
出
て
く
る
わ
け
が
無
い
よ

ね
。 

 

勢
田
局
長
は
、
先
の
在
宅
勤

務
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
業
務
改
善
を
実
行
す
る
っ

 

３つの改革の実感度等【府省等別】（参考資料２より作成） （％）

新技術
（作業の
自動化
ツール

等）の活
用による
業務の効

率化

新技術の
活用以外
の取組に
よる業務
の効率化
（不要業務の

見直し、打ち

合わせの効率

化等）

物理的な
職場環境
の改善

（オフィ
ス改革
等）

取得勧奨
あり

取得日程
の確認あ

り

取得環境
の整備あ

り

「実感あ
り」

うち
⼥性職員

モデルと
なる先輩
職員に相
談できる

体制

キャリア
形成に関
する 上司
等の助言

内閣官房 59.3 17.0 17.4 11.5 56.9 25.5 21.8 12.7 78.3 66.2 7.5 22.9

内閣府 59.3 15.5 23.8 12.0 65.7 23.4 19.1 12.8 78.7 74.2 12.7 28.0

宮内庁 42.6 4.5 5.8 4.9 58.7 27.0 37.8 13.5 58.7 59.1 4.9 18.8

公正取引委員会 72.5 28.0 36.6 9.1 80.1 58.8 50.0 29.4 79.0 76.5 25.8 36.6

警察庁 75.4 16.4 25.4 9.7 66.5 42.7 34.7 9.4 73.2 64.4 20.4 32.7

金融庁 78.1 46.7 37.3 14.8 63.9 35.0 17.5 10.0 81.1 75.9 19.5 44.4

消費者庁 59.4 18.6 18.6 10.2 64.4 40.0 30.0 60.0 84.7 83.3 15.3 35.6

復興庁 58.3 15.3 16.7 5.6 65.3 54.5 27.3 27.3 81.9 60.0 5.6 27.8

総務省 61.0 20.9 23.4 28.0 67.2 36.3 30.6 12.9 78.3 71.5 10.0 28.9

法務省 52.1 16.4 21.6 8.2 65.4 50.7 45.1 14.2 81.3 75.9 20.0 36.2

外務省 56.7 19.9 27.4 7.1 52.7 27.6 10.3 10.3 81.4 80.0 16.4 28.3

財務省 73.1 14.0 28.7 11.1 71.0 58.5 50.1 16.5 80.3 76.2 27.8 35.3

⽂部科学省 61.0 27.0 31.9 11.6 49.1 37.5 18.8 12.5 73.0 68.8 17.9 24.6

厚生労働省 42.3 9.3 15.3 4.6 60.9 48.7 44.3 16.1 76.1 68.3 9.5 23.6

農林水産省 48.0 12.7 20.2 8.4 62.2 27.0 22.8 12.0 75.5 68.5 11.6 25.7

経済産業省 70.9 31.4 32.9 14.1 71.2 41.7 31.5 16.7 85.1 80.5 16.4 36.6

国土交通省 46.9 13.9 20.1 8.6 50.9 35.3 31.3 10.4 70.0 64.0 15.5 30.6

環境省 56.2 17.5 22.3 12.7 50.2 18.2 13.6 9.1 69.7 66.7 11.2 26.3

原子力規制委員会 73.6 20.2 20.2 8.1 77.6 7.1 21.4 7.1 78.9 66.7 9.0 33.2

防衛省 54.5 8.5 11.4 9.8 68.7 43.0 37.8 11.6 78.1 75.6 28.8 38.4

人事院 69.8 16.0 37.7 13.0 86.4 50.0 50.0 19.2 93.2 92.0 27.8 41.4

会計検査院 76.7 17.9 33.6 7.2 72.6 50.0 33.3 16.7 77.6 70.5 21.5 27.4

全体平均 53.5 13.3 19.0 9.4 62.3 41.1 35.8 12.3 76.0 71.2 19.3 32.5

（注１）「国家公務員の⼥性活躍とワークライフバランス推進に関する職員アンケート調査」から、有効回答が50以上の府省等のみ掲載。
　　　　「全体」は、回答数が50未満の府省等も含んだ   本職員アンケート全体の数値。
（注２）各項目上位１～５位の府省等に網掛けをしている。
（注３）国土交通省の数値は全体平均以下に下線表示している。

働き方改革 育児・介護等と両⽴して活躍できるための改 ⼥性の活躍推進のための改革
男性職員の子の出生時の上司の対
応（～令和元年11月までの状況）

⼥性が十分に能力発
揮して働ける

府省等名

以下の取組が職場で実施
されていると回答

両⽴して
生き生き
と働ける
「実感あ

り」

取組指針
が策定さ
れた平成
26年と⽐
較して働
き方改革
が進んだ
「実感あ

り」

以下の取組が職場で
「実施あり」との回答

 

て
言
っ
て
い
る
様
だ

か
ら
「
お
手
並
み
拝

見
」
っ
て
こ
と
だ
け

ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

ド
タ
バ
タ
や
こ
れ
ま

で
の
働
き
方
改
革
の

動
き
を
見
て
い
る
と

不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
い

の
も
事
実
だ
よ
ね
。 

民
間
で
は
労
働
環
境
改
善

・
環
境
対
策
重
視
に
転
換 

勢
田
局
長
は
ど
う
す
る
？ 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
と
言
う
け
れ
ど
・
・
・ 


